三 重 地区
	13) 中勢ブロック


1 将来を担う子ども・青少年への対応

１　ブロックで2ヶ月ごとに準備会を開き、合同サマーキャンプをサレジオ会協力の上行った
　　(7/24・25、124人参加)ことは、少子化時代の各小教区の子供たちにとっても大人たちに
とっても恵みが大きかった。今年度は小中高生が対象だったが、年齢の幅が広く難しい点も
あったので、来年度は小学生と中高生を分けて実施したい。

2　 京都教区主催で行われたリーダー研修会（8/27・28）はブロックで活動しているリーダーに
とって意義のある学びの時であり、力づけられた。

3　教会学校年間計画による活動を通して、子どもたちは教会での奉仕がよくできるようになって
きている。これから侍者教育を目的とした研修をもちたい。

4　中高生の信仰教育について。教会離れは常に考えなければならない課題であり、このままでは
教会の将来に危機感を持つ。思春期で難しい年代であるが、定期的に教会から「便り」を発信
するなど、いつも教会との繋がりを感じることができるようにしたい。教会で場をつくる。
指導者がみつからない。今後もっと積極的にこの課題に取り組むべきである。来年度、ブロック
では小学生と中高生の担当者を分けて指導にあたる。

2 滞日外国人との関わり

1　国際協力担当者のブロック会合を持った（11/6）。小教区により進度の差があるが、外国語での
ミサ、交流のミサ、共同運営（会議）への参加、共同作業の申し出、ことばの勉強会、小教区
規約への内包、維持費への理解呼びかけ（あくまで自由意志による）、情報の共有化、文化･
習慣の相互理解の場づくりなど試行錯誤中。

3 宣教への取り組みの弱さ

１ ブロック平和旬間講演会「憲法９条は世界の宝～目からウロコ～」（松浦悟郎司教7／31）を
通して、ブロックで協力して、広く教会外にも知らせる事ができた（他宗教、市民含め計
450人参加）。ただ「憲法９条の理念は福音的であるから、これを護る」という認識が薄い
信徒や、「なぜ教会が政治活動をしなければならないのか」と疑問視する信徒もおられる。
分かち合いなどを通して、ブロックとして憲法を護る活動を引き続き行っていく。

2　HPにより津教会は教会全体の活動ニュースを掲載。他教会は進展できなかった。

4 信仰を深めるための生涯努力

1「日常からミサを生きる」ため、分かち合いを定期的にしようとするが参加者が少なく固定化して
いる。ミサにおいては豊かな典礼を各小教区で工夫を心がけ、「ミサに与る」という受身ではなく、
｢ミサでの奉仕」を意識してきていると思われる。

　　　　2 中勢ブロック司教訪問（9／4久居）はブロックの各小教区から参加者があり（目標の人数には
至らなかったが）、分かち合いも活発に行われ信仰を深める助けとなった。

5 支え合う共同体づくり

ウォーカソン(4／29)は盛況であった。各小教区内の地区別集会は一部の地区で定期的に実施
されたにとどまった。小教区によってはそれぞれ工夫している。

＊小教区規約作成の進捗について
各小教区ともほぼ準備が出来てきており、予定通り来年、教区へ申請できる状況である。
